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これからの地域経営と「地方創生と郵便局」への私の思い 

                   前全国町村会事務総長 

                     日本郵便・地方創生推進部シニアアドバイザー 

                                 武居丈二 

長崎県内各市の皆様には、安全・安心な地域社会づくり、現場からの地方創生推

進と地域課題解決、住民福祉の向上等に日々にご尽力いただいておりますことに

心からの敬意と感謝を申し上げます。また、全国町村会在職中は、地方三団体、地

方六団体活動等を通じて温かいご支援を賜り誠にありがとうございました。重ね

てお礼申し上げます。 

 

地方衰退への危機感  

・昨年末、国立社会保障・人口問題研究所から 2050年までの地域別将来人口推 

計が公表されました。人口減少・少子化対策は国の存亡に関わる国家課題です。 

・学生時代から今日まで、半世紀近く、地方を元気にすることを微力ながらお手

伝いしたいと、地域振興・地域活性化の分野をライフワークにしてきました。 

・いま、地方のおかれた現状とこれからを見通すとき、地方がこのまま衰退して

いったらこの国は本当にダメになってしまうのではと強い危機感を持ちます。 

・これから５年から１０年の間に、地域に根差した多様な知恵や技術、伝統文化

を継承してきた世代（団塊世代等）がタスキを渡す相手がいないまま退出してい

きます。これを受け継ぐべき世代は、すでに２０代後半以降４０代の孫世代だと

思いますが、地方では本当に手薄になってきております。 

・地方の関係者だけでなく東京圏も含め、国民共有の思いとして、農山漁村や中

山間・離島等の条件不利地域も含め地方あってこそのこの国だという確固たる価

値観を広げていかなくてはなりません。 

 

市町村関係者の覚悟と行動  

・前職の全国町村会時代に、全国町村会１００年史の編纂・刊行に３年以上携わ

りましたが、いつの時代にあっても、市町村関係者の高い志と覚悟、そして行動が

地方自治の現場からこの国を支えてきたことに思いを致しております。 

・全国町村会創設の１００年前（※）の原点は、極めて脆弱な町村財政が当時の混

乱の時代にあってさらにひっ迫する中で、子供たちの教育機会を何としても維持

確保するための、強い信念を持った小学校教員俸給の国庫負担増額運動でした。

これがその後の地方財政調整交付金制度の実現運動に発展していきます。 

 ※現在の市部も当時はそのほとんどが町や村でした。 
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・そして令和の時代の今日、市町村行政に携わる皆様が自治の最前線で懸命にご

奮闘されているお姿に接する中で、「決してあきらめることなく、強い覚悟をもっ

て「ひと」と「地域」を未来へつないでいく意志と行動」こそが時代を生き抜く王

道だと教えられます。 

・『どのような地域であっても、どの時代に生まれても、住民に安心と安全、そし

て満足度を高めて幸せをもたらし、社会経済の変化にも対応する活力ある多様な

地域社会』(地方財政審議会意見)を目指さなくてはなりません。 

 

地方が光り輝いてこその国づくり  

・全国の都市と農山漁村が元気を取り戻し、光り輝いてこその私たちの国です。  

・コロナ禍を経験し、不安定な国際情勢や地政学リスクが将来にわたり懸念され 

る中で、これからこの国が歩む時代においてこそ、食料・エネルギーの供給やモ 

ノづくり、水源かん養、農山漁村の営みと伝統文化の継承など、私たちの安全安 

心や命の糧をはぐくむ地方の役割と貢献はかけがえのないものです。 

・自然災害が毎年のように発生し、将来、首都直下地震、南海トラフ地震等の大 

規模災害が必ず想定される中で、防災・危機管理面のみならず、都市・農山漁村 

共生社会づくりにもつながる東京一極集中の是正と地方分散型国づくりは、限ら 

れた人口・経済のパイを奪い合うのではない、「交流」「連携」そして「共創」 に

よる新たな「価値創生」への道を切り拓く必須の国家的政策課題といえます。 

 

郵便局は地方を支える「国の宝」  

・全国各地の現場を巡る中で、市役所・町村役場はもちろんのこと、小中学校とと

もに郵便局が存立することは最後の砦だと強く感じております。 

・今から１５０年前、わが国の学校制度と同時期に郵便制度※が発足し、わが国と

地方の発展を支えてきました。 

※1871年郵便事業創業、翌年全国ネットワーク完成、翌々年に全国均一料金制実施 

・全国津々浦々に張り巡らされた郵便局とそのネットワークは、これからの時代

においてこそ、ユニバーサルサービスを担いわが国と地方を支えるためのかけが

えのない「国の宝」だと思います。 

 

 自治体と郵便局～持続可能な国づくり・地域づくりへの一層の貢献～  

・いま、時代の大転換期にあって、持続可能な国づくり・地域づくりに政府・自治

体、国民・事業者が邁進していくための一助として、自治体と郵便局の連携協力の

更なる活発な広がりと取組みの深化を心から願っております。 
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2022 ha 2021 / 2021
/

123,952 37,797 328 68.4 1,038

2070 86,996 230 728

67,509 24,361 277 13.2 319

83,370 35,759 233 32.7 346

64,627 54,909 118 31.7 172

59,037 30,207 195 32.5 289

338,290 983,151 34 33.9 51

51,816 10,043 516 64.3 1,445

1,425,887 956,291 149 23.6 195
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2023 2020 2015 2010 2005 2000

1.20 1.33 1.45 1.39 1.26 1.36

1.06 1.21 1.31 1.26 1.15 1.23

1.23 1.33 1.43 1.38 1.29 1.47

1.16 1.32 1.49 1.46 1.41 1.56

1.07 1.20 1.36 1.30 1.24 1.39

1.10 1.24 1.35 1.31 1.34 1.45

1.22 1.37 1.48 1.48 1.45 1.62

1.21 1.39 1.58 1.52 1.49 1.65

1.22 1.34 1.48 1.44 1.32 1.47

1.19 1.32 1.49 1.44 1.40 1.48

1.25 1.39 1.49 1.46 1.39 1.51

1.14 1.27 1.39 1.32 1.22 1.30

1.14 1.27 1.38 1.34 1.22 1.30

0.99 1.12 1.24 1.12 1.00 1.07

1.13 1.26 1.39 1.31 1.19 1.28

1.23 1.33 1.44 1.43 1.34 1.51

1.35 1.44 1.51 1.42 1.37 1.45

1.34. 1.47 1.54 1.44 1.35 1.45

1.46 1.56 1.63 1.61 1.50 1.60

1.32 1.48 1.51 1.46 1.38 1.51

1.34 1.46 1.58 1.53 1.46 1.59

1.31 1.42 1.56 1.48 1.37 1.47

1.25 1.39 1.54 1.54 1.39 1.47

1.29 1.44 1.57 1.52 1.34 1.44

2023 2020 2015 2010 2005 2000

1.29 1.42 1.56 1.51 1.36 1.48

1.38 1.50 1.61 1.54 1.39 1.53

1.11 1.26 1.35 1.28 1.18 1.28

1.19 1.31 1.39 1.33 1.21 1.31

1.29 1.39 1.48 1.41 1.25 1.36

1.21 1.28 1.38 1.29 1.19 1.30

1.33 1.43 1.54 1.47 1.32 1.45

1.44 1.52 1.65 1.54 1.47 1.62

1.46 1.60 1.78 1.68 1.50 1.65

1.32 1.48 1.54 1.50 1.37 1.51

1.33 1.48 1.60 1.55 1.34 1.41

1.40 1.48 1.60 1.56 1.38 1.47

1.36 1.48 1.53 1.42 1.26 1.45

1.40 1.47 1.63 1.57 1.43 1.53

1.31 1.40 1.53 1.50 1.35 1.45

1.30 1.43 1.51 1.42 1.32 1.45

1.26 1.41 1.52 1.44 1.26 1.36

1.46 1.59 1.64 1.61 1.48 1.67

1.49 1.61 1.67 1.61 145 1.57

1.47 1.60 1.68 1.62 1.46 1.56

1.39 1.55 1.59 1.56 1.40 1.51

1.49 1.65 1.71 1.68 1.48 1.62

1.48 1.61 1.70 1.62 1.49 1.58

1.60 1.83 1.96 1.87 1.72 1.82
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2022

60.9 69.1 53.2

25~   90.2   85.1
30~   91.9   81.0
35~   93.0   78.7
65~   61.1  41.4
70~   42.3  25.3
2023.7.21

2048 2050 9,740 2070 7,761
2050 729 7.0 2070 939 ( 10.8 )

2022 4 4 6
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1 1993 12

2 1993 12

3 1994 12

4 1995 12

5 1996 12

6 1996 12

7 1998 12

8 1999 12

9 2000 12

10 2004 7

11 2007 7

12 2011 6

13 2013 6

14 2014 6

15 2015 7

16
7 7

2016 7

17 2017 7

18 2018 6

19
- - 2019 7

20 2021 7
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